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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド 2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）

ファンドのポイント

① インフレ耐性

②選べるリターン

③ティー・ロウ・プライスによる投資助言

想定外のインフレ局面に強みを発揮する「インフレガード」を搭載

お客さまのゴール・リスク許容度等に合わせて3つのコースをご用意

インフレに関して知見を有するティー・ロウ・プライスが投資助言

追加型投信／内外／資産複合
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド

追加型投信／内外／資産複合

2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

運用実績

ガードコース（安定）

※基準価額は、1万口当たり。

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出しています

ので、実際の投資家利回りとは異なります。

※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来の騰落率

については、設定当初の投資元本を基に計算しています。

基準価額・純資産総額基準価額・純資産総額

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

2026/5/25 2026/6/16 2026/7/8 2026/7/30

（円） 分配金再投資基準価額 基準価額

     0

     10

     20

     30

     40

     50

2026/5/25 2026/6/16 2026/7/8 2026/7/30

（億円） 純資産総額

※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として

指数化しています。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。

※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算

したものであり、実際の基準価額とは異なります。

当月末 前月末

基準価額（円） 9,906 10,011

-105前月末比（円）

当月末 前月末

純資産総額（百万円） 3,975 3,057

917前月末比（百万円）

基準価額（円） 基準日

設定来高値 10,088 2026/06/03

設定来安値 9,860 2026/06/11

1ヵ月 -1.0

3ヵ月 －

6ヵ月 －

1年 －

3年 －

5年 －

10年 －

設定来 -0.9

基準価額・純資産総額騰落率（税引前分配金再投資）（%）

基準価額・純資産総額運用実績の推移 （設定日：2026年5月26日）

基準価額・純資産総額分配金の実績（税引前）（直近3年分）

※分配金は、1万口当たりの金額です。

※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について

保証するものではありません。

期 決算日 分配金（円）

－ － －

－ － －

－ － －

0設定来累計分配金

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示しています。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド 2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

ガードコース（安定）

2026年6月 2026年7月 設定来

国内株式 Ｏｎｅハイブリッド･セレクション･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） 7 -14 -10

国内債券 Ｏｎｅジャパン･ボンド･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） 18 -23 -6

世界株式 ティー・ロウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD) 29 -37 0

世界債券 為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド 14 -36 -17

為替フルヘッジ外国債券パッシブ・ファンド・マザーファンド - - -

インフレ関連資産 ティー・ロウ・プライス インフレ関連資産ファンド（適格機関投資家専用） -62 13 -50

-7 -8 -11

0 0 0

-1 -105 -94

信託報酬等

分配金

合計

円資産

61.4%

国内株式

4.0%

国内債券

33.8%

世界債券

23.6%

世界株式

24.0%

インフレ関連

資産

14.6%

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。

※国内株式：Ｏｎｅハイブリッド・セレクション・ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）、国内債券：Ｏｎｅジャパン･ボンド・ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資

家限定）、世界債券：為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド、為替フルヘッジ外国債券パッシブ・ファンド・マザーファンド、世界株式：ティー・ロ

ウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD)、インフレ関連資産：ティー・ロウ・プライスインフ

レ関連資産ファンド（適格機関投資家専用）

※円資産の比率は、円建資産と為替ヘッジありの外貨建資産の合計です。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成 基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（月次）（直近１年）基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（直近1年、月次）

基準価額・純資産総額基準価額変動の要因分析（円）

※要因分析は、組入資産の値動き等が基準価額に与えた影響等をご理解いただくために簡便的に計算した概算値であり、その完全性、正確性を

保証するものではありません。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド

追加型投信／内外／資産複合

2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

運用実績

モデレートコース（標準）

※基準価額は、1万口当たり。

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出しています

ので、実際の投資家利回りとは異なります。

※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来の騰落率

については、設定当初の投資元本を基に計算しています。

基準価額・純資産総額基準価額・純資産総額
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として

指数化しています。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。

※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算

したものであり、実際の基準価額とは異なります。

当月末 前月末

基準価額（円） 9,882 9,991

-109前月末比（円）

当月末 前月末

純資産総額（百万円） 37,371 27,196

10,175前月末比（百万円）

基準価額（円） 基準日

設定来高値 10,104 2026/06/03

設定来安値 9,810 2026/06/11

1ヵ月 -1.1

3ヵ月 －

6ヵ月 －

1年 －

3年 －

5年 －

10年 －

設定来 -1.2

基準価額・純資産総額騰落率（税引前分配金再投資）（%）

基準価額・純資産総額運用実績の推移 （設定日：2026年5月26日）

基準価額・純資産総額分配金の実績（税引前）（直近3年分）

※分配金は、1万口当たりの金額です。

※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について

保証するものではありません。

期 決算日 分配金（円）

－ － －

－ － －

－ － －

0設定来累計分配金

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示しています。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド 2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

モデレートコース（標準）

2026年6月 2026年7月 設定来

国内株式 Ｏｎｅハイブリッド･セレクション･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） 11 -25 -19

国内債券 Ｏｎｅジャパン･ボンド･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） 14 -17 -5

世界株式 ティー・ロウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD) 38 -51 -3

世界債券 為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド 9 -23 -11

為替フルヘッジ外国債券パッシブ・ファンド・マザーファンド - - -

インフレ関連資産 ティー・ロウ・プライス インフレ関連資産ファンド（適格機関投資家専用） -84 17 -69

-9 -9 -12

0 0 0

-22 -109 -118

信託報酬等

分配金

合計

円資産

48.3%

国内株式

7.0%

国内債券

25.7%

世界債券

15.6%

世界株式

31.9%

インフレ関連

資産

19.8%

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。

※国内株式：Ｏｎｅハイブリッド・セレクション・ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）、国内債券：Ｏｎｅジャパン･ボンド･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資

家限定）、世界債券：為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド、為替フルヘッジ外国債券パッシブ・ファンド・マザーファンド、世界株式：ティー・ロ

ウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD)、インフレ関連資産：ティー・ロウ・プライスインフ

レ関連資産ファンド（適格機関投資家専用）

※円資産の比率は、円建資産と為替ヘッジありの外貨建資産の合計です。
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基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成 基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（月次）（直近１年）基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（直近1年、月次）

基準価額・純資産総額基準価額変動の要因分析（円）

※要因分析は、組入資産の値動き等が基準価額に与えた影響等をご理解いただくために簡便的に計算した概算値であり、その完全性、正確性を

保証するものではありません。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド

追加型投信／内外／資産複合

2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

運用実績

オポチュニティコース（積極）

※基準価額は、1万口当たり。

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出しています

ので、実際の投資家利回りとは異なります。

※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来の騰落率

については、設定当初の投資元本を基に計算しています。

基準価額・純資産総額基準価額・純資産総額
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として

指数化しています。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。

※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算

したものであり、実際の基準価額とは異なります。

当月末 前月末

基準価額（円） 9,867 9,996

-129前月末比（円）

当月末 前月末

純資産総額（百万円） 17,801 13,994

3,807前月末比（百万円）

基準価額（円） 基準日

設定来高値 10,128 2026/06/23

設定来安値 9,768 2026/06/11

1ヵ月 -1.3

3ヵ月 －

6ヵ月 －

1年 －

3年 －

5年 －

10年 －

設定来 -1.3

基準価額・純資産総額騰落率（税引前分配金再投資）（%）

基準価額・純資産総額運用実績の推移 （設定日：2026年5月26日）

基準価額・純資産総額分配金の実績（税引前）（直近3年分）

※分配金は、1万口当たりの金額です。

※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について

保証するものではありません。

期 決算日 分配金（円）

－ － －

－ － －

－ － －

0設定来累計分配金

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示しています。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド 2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

愛称： IGO

オポチュニティコース（積極）

2026年6月 2026年7月 設定来

国内株式 Ｏｎｅハイブリッド･セレクション･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） 21 -51 -39

国内債券 Ｏｎｅジャパン･ボンド･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） 10 -12 -3

世界株式 ティー・ロウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD) 46 -61 -2

世界債券 為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド 5 -12 -6

為替フルヘッジ外国債券パッシブ・ファンド・マザーファンド - - -

インフレ関連資産 ティー・ロウ・プライス インフレ関連資産ファンド（適格機関投資家専用） -86 18 -68

-11 -12 -15

0 0 0

-15 -129 -133

信託報酬等

分配金

合計

円資産

40.7%

国内株式

14.5%

国内債券

18.1%

世界債券

8.1%

世界株式

39.4%

インフレ関連

資産

19.8%

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。

※国内株式：Ｏｎｅハイブリッド・セレクション・ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）、国内債券：Ｏｎｅジャパン･ボンド･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資

家限定）、世界債券：為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド、為替フルヘッジ外国債券パッシブ・ファンド・マザーファンド、世界株式：ティー・ロ

ウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD)、インフレ関連資産：ティー・ロウ・プライスインフ

レ関連資産ファンド（適格機関投資家専用）

※円資産の比率は、円建資産と為替ヘッジありの外貨建資産の合計です。
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（％）

国内株式 国内債券
世界債券 世界株式
インフレ関連資産 円資産

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成 基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（月次）（直近１年）基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（直近1年、月次）

基準価額・純資産総額基準価額変動の要因分析（円）

※要因分析は、組入資産の値動き等が基準価額に与えた影響等をご理解いただくために簡便的に計算した概算値であり、その完全性、正確性を

保証するものではありません。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

基準価額・純資産総額 ご参考

基準価額・純資産総額インフレ率の推移（設定来、月次）
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（％）

※全国消費者物価指数（総合）の前年同月比を使用。

※Bloombergのデータを基に委託会社が作成。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

基準価額・純資産総額マーケット動向とファンドの動き

上記のような市況環境の下、個別資産の騰落は、インフレ関連資産（円ベース）は上昇してプラスに寄与したものの、国内株式・世界株式

（円ベース）・国内債券・世界債券（円ヘッジベース）が下落してマイナスに寄与しました。各ファンドの基準価額の騰落は以下の通りです。

ガードコース（安定）の基準価額は9,906円となり、前月末比-105円（-1.05%）となりました。

モデレートコース（標準）の基準価額は9,882円となり、前月末比-109円（-1.09%）となりました。

オポチュニティコース（積極）の基準価額は9,867円となり、前月末比-129円（-1.29%）となりました。

基準価額・純資産総額今後のマーケット見通しと今後の運用方針

日本のCPIの伸びは日銀が物価安定の目標とする2％を下回って推移していますが、今後は再び上向く可能性があるとみています。足もと

の伸びの鈍化要因としては、政府の補助金の影響や、昨年のコメ価格高騰の反動などが挙げられます。

しかしながら、①中東情勢の影響を受けたサプライチェーン見直しの動きによってインフレが遅行して進行する可能性や②人口動態に起

因する慢性的な人手不足によるインフレ圧力、③円安による構造的な物価押し上げ圧力（輸入インフレ）などによって、CPIには上振れ要因

が依然として残っていると考えています。

このような状況を踏まえ、現在のインフレ局面への判断は、水準としては低インフレであり、方向感として上昇局面という判断を継続してい

ます。インフレが予想外に強まる局面では伝統資産のリターン悪化も想定されるため、想定外のインフレ局面でパフォーマンスの下支え効

果を発揮することが期待されるインフレ関連資産を組み入れたポートフォリオを維持していく方針です。

※マーケット動向とファンドの動きは、過去の実績であり将来の運用成果等をお約束するものではありません。また、見通しと運用方針は、作成時点のもので

あり、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。

7月の世界の株式市場は、前月末比小動きで月末を迎えました。FRB（米連邦準備理事会）の早期利上げ観測の後退や中東情勢の緊張緩

和期待などから高値圏で推移していたものの、中旬以降、米国とイランの戦闘再開や米中のAI（人工知能）開発競争の激化懸念などを受

け下落しました。月末には、AI向け設備投資に対する過度な警戒感が和らぎ急反発しました。

債券市場では、世界の⻑期金利は上昇（債券価格は下落）しました。米国では、中東情勢の緊迫化やFRBの政策対応が後手に回るリスク

が嫌気されて金利は上昇しました。欧州では、中東情勢の緊迫化に加え、ECB（欧州中央銀行）の追加利上げ観測から金利は上昇しました。

日本では、消費税減税や財政拡張への懸念などを受けて金利が上昇しました。

インフレ関連資産は、米国とイランの戦闘再開を受けて原油価格が急上昇したことなどから、天然資源株などが上昇しました。

なお、6月の日本のCPI（消費者物価指数）総合は前年同月比1.7％の上昇となり、前月の1.5％の上昇から伸びが加速しました。昨年に

政府の補助金の拡大が押し下げ要因となった反動で、エネルギーのマイナス幅が縮小し、全体の伸びが拡大しました。

（コメントは現地時間・月末基準で作成しています。）

米国経済は設備投資に支えられ先進国の中でも相対的に高い成⻑が見込まれることから、米国株式市場は底堅く推移すると考えられます。

AI関連の設備投資に伴う資金調達の増加などのリスクが意識されていますが、大手クラウド企業などの好調な業績を受けて過度な懸念

は薄らいでいます。欧州株式は、エネルギー価格の鎮静化やECBの利上げ打ち止め観測などから、底堅く推移することが期待されます。

国内株式については、AI関連銘柄への懸念が後退するなかで、エネルギー価格の鎮静化が伴えば堅調に推移していくとみています。加え

て、今期の企業の業績予想の上方修正も期待されます。

債券市場では、米・イラン停戦合意の進展に伴うエネルギー価格の下落は金利低下要因となる一方、米景気の底堅さは金利上昇要因とな

り得ます。インフレ抑制に向けて、FRBが市場の信認を維持できるかも注視されます。日本でも、エネルギー価格の下落は金利低下要因に

なる一方、高市政権が打ち出した積極財政政策も財源の手当てなどが不安材料となっており、金利上昇要因となる可能性があります。

インフレ関連資産については、地政学的な環境およびマクロ経済の状況の不確実性から、短期的には不安定な相場展開が続いています。

しかし、⽯油発掘の⽣産性低下や社会の電化（化⽯燃料から電気への切り替え）といった潮流を追い風に、⻑期的には物価上昇による資

産価値の目減りを防ぐことが期待されます。

【マーケット動向】

【ファンドの動き】

【今後のマーケット見通し】

【今後の運用方針】
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基準価額・純資産総額Ｏｎｅハイブリッド・セレクション・ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） / アセットマネジメントOne

マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

※主としてハイブリッド･セレクション･マザーファンド受益証券への投資を通じて、わが国の株式に実質的に投資し、信託財産の成⻑を目的として運用を行い

ます。

【ご参考】「Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド」が投資する投資信託証券（ファンド）の状況

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額資産配分比率（％）

スタイル分類 組入比率

グロース株（成⻑株） 55.4

バリュー株（割安株） 44.6

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する

実質的な割合です。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10業種（％）

業種 組入比率

1 電気機器 23.8

2 銀行業 12.2

3 卸売業 5.9

4 機械 5.8

5 情報・通信業 5.7

6 小売業 4.6

7 輸送用機器 4.3

8 保険業 4.0

9 化学 3.7

10 非鉄金属 3.4

※組入比率は、純資産総額に対する実質的な割合です。

※業種は、東証33業種分類によるものです。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10銘柄（％）（組入銘柄数 ）

銘柄 業種 G/V 組入比率

1 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 銀行業 V 5.1

2 三井住友フィナンシャルグループ 銀行業 V 4.1

3 ソニーグループ 電気機器 G 2.7

4 トヨタ自動車 輸送用機器 V 2.5

5 三菱重工業 機械 G 2.5

6 日本電気 電気機器 G 2.2

7 キオクシアホールディングス 電気機器 G 2.2

8 日立製作所 電気機器 G 2.2

9 三井物産 卸売業 V 2.0

10 東京海上ホールディングス 保険業 G 1.9

※組入比率は、純資産総額に対する実質的な割合です。

※業種は、東証33業種分類によるものです。

※Gはグロース株（成⻑株）、Vはバリュー株（割安株）を表します。

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。

98 
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基準価額・純資産総額Ｏｎｅジャパン･ボンド･ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定） / アセットマネジメントOne

マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

※主としてＤＬジャパン･ボンド･オープン･マザーファンド受益証券への投資を通じて、わが国の公社債に実質的に投資し、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ総合を中⻑期的に

上回ることを目標に運用を行います。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額ポートフォリオの状況

最終利回り（％） 2.61

平均クーポン（％） 1.69

平均残存期間（年） 8.48

修正デュレーション（年） 6.64

※組入債券の各データを純資産総額に対する実質的な割合で加重平

均しています。

※修正デュレーションは、債券価格の金利変動に対する感応度を示す

指標です。この値が大きいほど、金利が変化した際の債券の価格変動

が大きくなります。

※将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額種別組入比率（％）

種別 組入比率

国債 46.2

地方債 －

金融債 －

政保債 －

社債 48.7

円建外債 1.2

MBS －

ABS 0.6

現金等 3.3

合計 100.0

※組入比率は、純資産総額に対する実質的な割合です。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10銘柄（組入銘柄数 ）219 

銘柄 クーポン（％） 償還日 格付け 組入比率（％）

1 １３９１回　国庫短期証券 0.000 2026/10/05 AAA 3.8

2 １３８３回　国庫短期証券 0.000 2026/08/24 AAA 2.8

3 ９０回　利付国庫債券（３０年） 3.700 2056/03/20 AAA 2.5

4 １９回　利付国庫債券（４０年） 3.800 2066/03/20 AAA 2.2

5 １９６回　利付国庫債券（２０年） 3.400 2046/03/20 AAA 2.0

6 １５回　三井住友ＦＧ永久劣後社債 1.844 2029/06/05 A 2.0

7 ４８４回　利付国庫債券（２年） 1.400 2028/05/01 AAA 1.8

8 ３６８回　利付国庫債券（１０年） 0.200 2032/09/20 AAA 1.6

9 １７回　みずほフィナンシャルＧ　劣後社債 1.966 2029/06/15 A 1.6

10 ２回　武田薬品工業期限前償還条項付劣後債 1.934 2029/06/25 A 1.6

※組入比率は、純資産総額に対する実質的な割合です。

※格付けについては、格付機関（R&IおよびJCR）による格付けの上位のものを採用し、＋・－等の符号は省略して表示しています。（表記方法はS&Pに

準拠）

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

基準価額・純資産総額
ティー・ロウ・プライス・ファンズ・SICAV－グローバル・ストラクチャード・リサーチ株式ファンド－Sシェアクラス(USD) / 

ティー・ロウ・プライス・インターナショナル・リミテッド

※主として世界の株式（エマージング・マーケットを含みます。）等に投資し、信託財産の⻑期的な成⻑を目指します。

※ティー・ロウ・プライス・インターナショナル・リミテッドのデータを基に委託会社が作成しています。

国・地域 組入比率

1 米国 62.3

2 日本 5.5

3 カナダ 3.3

4 英国 3.3

5 台湾 3.2

6 中国 2.5

7 韓国 2.4

8 ドイツ 2.0

9 フランス 1.8

10 スイス 1.7

業種 組入比率

1 情報技術 31.4

2 金融 18.0

3 資本財・サービス 9.0

4 一般消費財・サービス 8.9

5 ヘルスケア 8.6

6 コミュニケーション･サービス 8.1

7 ⽣活必需品 4.1

8 エネルギー 4.1

9 素材 3.4

10 公益事業 2.1

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

※国・地域は、ティー・ロウ・プライス・インターナショナル・リミ

テッドの基準によるものです。

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

※業種は、世界産業分類基準（GICS）によるものです。

銘柄 国・地域/

業種 通貨

アップル 米国

情報技術 米ドル

エヌビディア 米国

情報技術 米ドル

マイクロソフト 米国

情報技術 米ドル

アマゾン・ドット・コム 米国

一般消費財・サービス 米ドル

アルファベット　クラスC 米国

コミュニケーション･サービス 米ドル

台湾セミコンダクター 台湾

情報技術 新台湾ドル

ブロードコム 米国

情報技術 米ドル

アルファベット　クラスA 米国

コミュニケーション･サービス 米ドル

メタ・プラットフォームズ 米国

コミュニケーション･サービス 米ドル

イーライリリー 米国

ヘルスケア 米ドル

8
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10
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組入比率

5.0

4.8

3.4
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1.4

6

7

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

※業種は、世界産業分類基準（GICS）によるものです。

※国・地域は、ティー・ロウ・プライス・インターナショナル・リミテッドの基準によるものです。

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10ヵ国・地域（％） 基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10業種（％）

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10銘柄（％）（組入銘柄数 ）1,035 
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基準価額・純資産総額為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド / アセットマネジメントOne

マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

※日本を除く世界主要国の公社債を主要投資対象とし、信託財産の着実な成⻑と安定した収益の確保を図ることを目的として、運用を行います。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額ポートフォリオの状況

最終利回り（％） 3.87

平均クーポン（％） 3.17

平均残存期間（年） 8.54

修正デュレーション（年） 6.39

※組入債券の各データを純資産総額に対する割合で加重平均してい

ます。

※修正デュレーションは、債券価格の金利変動に対する感応度を示す

指標です。この値が大きいほど、金利が変化した際の債券の価格変動

が大きくなります。

※将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10通貨（％）

通貨 組入比率

1 ＵＳドル 47.0

2 ユーロ 28.1

3 オフショア・人⺠元 10.6

4 イギリス・ポンド 6.1

5 カナダ・ドル 2.8

6 メキシコ・ペソ 1.2

7 オーストラリア・ドル 1.1

8 ポーランド・ズロチ 0.3

9 シンガポール・ドル 0.3

10 スウェーデン･クローネ 0.3

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額組入上位10銘柄（組入銘柄数 ）52 

銘柄 クーポン（％） 償還日 通貨 組入比率（％）

1 米国国債 3.750 2028/04/15 米ドル 7.6

2 米国国債 4.125 2028/06/30 米ドル 5.8

3 米国国債 3.375 2027/11/30 米ドル 5.7

4 米国国債 0.625 2030/08/15 米ドル 4.8

5 米国国債 3.500 2028/12/15 米ドル 4.6

6 イタリア国債 3.850 2035/02/01 ユーロ 4.3

7 ドイツ国債 2.600 2035/08/15 ユーロ 4.3

8 米国国債 4.625 2055/02/15 米ドル 4.1

9 イタリア国債 2.400 2029/03/15 ユーロ 3.4

10 フランス国債 2.500 2030/05/25 ユーロ 3.1

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。
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基準価額・純資産総額ティー・ロウ・プライス インフレ関連資産マザーファンド / ティー・ロウ・プライス・ジャパン

マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

※ティー・ロウ・プライスインフレ関連資産ファンド（適格機関投資家専用）は、ティー・ロウ・プライスインフレ関連資産マザーファンド受益証券を主要投資対象

とし、信託財産の⻑期的な成⻑を図ることを目的に積極的な運用を行うことを基本とします。

※ティー・ロウ・プライス・ジャパンのデータを基に委託会社が作成しています。

天然資源株

30.9%

金属・鉱業

株

25.1%

金関連株

14.9%

不動産関連

株 （REIT含

む）

9.6%

米国物価連

動国債（⻑

期債）

9.7%

米国物価連

動国債（短

期債）

9.7%

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額インフレ関連資産構成 基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成の推移（月次）（直近１年）基準価額・純資産総額インフレ関連資産構成の推移（直近1年、月次）
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天然資源株 金属・鉱業株

金関連株 不動産関連株 （REIT含む）

米国物価連動国債（⻑期債） 米国物価連動国債（短期債）

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。

※インフレ関連資産は、資源セクターの株式、REITおよび不動産セクターの株式、物価連動国債などで構成されます。

※インフレ関連資産分類は、ティー・ロウ・プライス・ジャパンの基準によるものです。

銘柄 国・地域/

業種 通貨

アグニコ・イーグル・マインズ カナダ/

素材 カナダドル

ニューモント 米国/

素材 米ドル

フランコ・ネバダ カナダ/

素材 カナダドル

BHPグループ オーストラリア/

素材 オーストラリアドル

バリック・マイニング カナダ/

素材 カナダドル

組入比率

1 2.5

2 2.4

インフレ関連資産分類

金属・鉱業株

金属・鉱業株

金属・鉱業株

金属・鉱業株

3 2.4金属・鉱業株

4 2.2

5 2.1

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

※業種は、世界産業分類基準（GICS）によるものです。

※国・地域およびインフレ関連資産分類は、ティー・ロウ・プライス・ジャパンの基準によるものです。

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額株式組入上位5銘柄（％）（組入銘柄数 ）219
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）
2026年7月31日基準

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

44

銘柄 クーポン（％） 償還日 格付け インフレ関連資産分類 組入比率（％）

1 米国物価連動国債 1.250 2031/04/15 AA+ 米国物価連動国債（⻑期債） 1.5

2 米国物価連動国債 1.625 2029/10/15 AA+ 米国物価連動国債（⻑期債） 1.4

3 米国物価連動国債 1.625 2030/04/15 AA+ 米国物価連動国債（⻑期債） 1.2

4 米国物価連動国債 2.375 2028/10/15 AA+ 米国物価連動国債（⻑期債） 1.2

5 米国物価連動国債 0.500 2028/01/15 AA+ 米国物価連動国債（⻑期債） 1.2

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。

※格付けについては、格付機関（S&P、Moody'sおよびFitch）によるもっとも高い格付けを採用しています。（表記方法はS&Pに準拠）

※インフレ関連資産分類は、ティー・ロウ・プライス・ジャパンの基準によるものです。

※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。

基準価額・純資産総額ポートフォリオ構成（％）基準価額・純資産総額債券組入上位5銘柄（組入銘柄数 ）44

※当資料中の各数値については、表示桁未満の数値がある場合、原則、四捨五入して表示しています。

※当資料中の各数値等は過去の実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
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基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点

投資信託は、

●預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保

険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会

社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にも

なりません。

購入金額については元本保証および利回り保証のいずれ

もありません。

投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合が

ありますが、これによる損失は購入者が負担することとな

ります。

基準価額・純資産総額当資料のお取扱いについてのご注意

◆収益分配金に関する留意事項◆

●収益分配は、計算期間中に発⽣した運用収益（経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。））を超えて行われる場合があ

ります。したがって、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

●受益者の個別元本の状況によっては、分配金の全額または一部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。個別元本と

は、追加型投資信託を保有する受益者毎の取得元本のことで、受益者毎に異なります。

●分配金は純資産総額から支払われます。このため、分配金支払い後の純資産総額は減少することとなり、基準価額が下落する要因となり

ます。計算期間中の運用収益以上に分配金の支払いを行う場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。

当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用

資料です。

お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書

（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断くだ

さい。

当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できる

と判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完

全性、正確性について、同社が保証するものではありません。

また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保

証するものではありません。

当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告な

く変更される場合があります。

＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社

金融商品取引業者 関東財務局⻑（金商）第324号

加入協会：一般社団法人資産運用業協会

＜受託会社＞みずほ信託銀行株式会社

＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください。

委託会社およびファンドの関係法人

アセットマネジメントOne株式会社

コールセンター 0120-104-694

（受付時間：営業日の午前9時～午後5時）

ホームページ URL https：//www.am-one.co.jp/

委託会社の照会先

投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券（外貨建資産

には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、組入

有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額は変

動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証されて

いるものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本

を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益は全て投資

者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なりま

す。

●

●

● ●

●

●

●
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）

基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額販売会社一覧（お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください）

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

○印は協会への加入を意味します。□印は取扱いファンドを示しています。

商号 登録番号等
日本
証券業
協会

一般社
団法人
資産
運用業
協会

一般社
団法人
金融先
物取引
業協会

一般社
団法人
第二種
金融商
品取引
業協会

備考

ガ
ー
ド
コ
ー
ス

モ
デ
レ
ー
ト
コ
ー
ス

オ
ポ
チ

ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ス

株式会社みずほ銀行 登録金融機関　関東財務局⻑（登金）第6号 ○ ○ ○ □ □ □

2026年8月19日現在

2026年7月31日基準

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。

また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。

●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

＜備考欄について＞

※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。

※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。

※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。

※4 一般社団法人日本STO協会にも加入しています。

（原則、金融機関コード順）
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マンスリーレポート
Ｏｎｅ／ティー・ロウ・プライス インフレガード＆オポチュニティ・ファンド
愛称： IGO

ガードコース（安定）／モデレートコース（標準）／オポチュニティコース（積極）

基準価額・純資産総額投資信託に関する留意点基準価額・純資産総額指数の著作権などについて

当資料は、ファンドの運用状況に関する情報提供を目的としてアセットマネジメントOneが作成した資料であり、

投資信託説明書（交付目論見書）ではありません。

「投資信託に関する留意点」、「当資料のお取扱いについてのご注意」をよくお読みください。

2026年7月31日基準

世界産業分類基準（GICS）は、MSCI Inc.（MSCI）およびStandard & Poor’s Financial Services LLC（S&P）により開発された、MSCIおよびS&Pの独占的権利

およびサービスマークであり、アセットマネジメントＯｎｅ株式会社に対し、その使用が許諾されたものです。MSCI、S&P、およびGICSまたはGICSによる分類の作

成または編纂に関与した第三者のいずれも、かかる基準および分類（並びにこれらの使用から得られる結果）に関し、明示黙示を問わず、一切の表明保証をなさず、

これらの当事者は、かかる基準および分類に関し、その新規性、正確性、完全性、商品性および特定目的への適合性についての一切の保証を、ここに明示的に排除

します。上記のいずれをも制限することなく、MSCI、S&P、それらの関係会社、およびGICSまたはGICSによる分類の作成または編纂に関与した第三者は、いかな

る場合においても、直接、間接、特別、懲罰的、派⽣的損害その他一切の損害（逸失利益を含みます。）につき、かかる損害の可能性を通知されていた場合であって

も、一切の責任を負うものではありません。
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